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本学における「キャンパス・アジア」プログラムの概要

世界の経済と社会は急速な技術進歩を受けて貿易・交通・情報といった多方面でグローバル化し、
日本はそのまっただ中にあります。このグローバル化は知識や学術の分野にも及んで、大学が生み
出す人材も国際的に活躍することが求められています。これに対応して、実際、欧米先進国はもと
より、アジア各国においても質の高い国際的教育が展開されつつあります。

そこで、日本・中国・韓国政府は、1987 年に欧州で開始された学生・研究者の交流の促進及び
高等教育機関の連携を目的とした「エラスムス計画」を範例とし、3 カ国大学間の学生交流プロ
グラムとして、「キャンパス・アジア」を開始しました。このプログラムでは、日中韓の 3 カ国の
大学間がコンソーシアムを形成し、単位の相互認定や学位授与を行います。

本学は、韓国・KDI スクールと中国・清華大学公共管理学院の 2 つの大学院と共同で、相互に
修士課程・博士課程大学院学生を派遣し、公共部門や中核的民間部門におけるミッド・キャリア
人材を中心に、社会科学分野を中心とした国際水準の公共政策教育を行います。
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明日の「公共」を担う

中国

政策という実学

東アジアの人脈

国際的視点

日本

科学的思考力

韓国

現実的解決力

プロローグ

3 大 学 の 交 流 を 通 し て

◦韓国の官民ミッドキャリア教育
◦海外とのダブル・ディグリー
◦交換留学プログラム

◦中国の公共部門人材育成
◦海外とのダブル・ディグリー

課題解決型の実践能力、科学的・合理的思考を涵養する 4つの専門政策領域科目

GRIPS における『北東アジア地域における政策研究コンソーシアム』の人材育成

科学的合理性に根ざした現実的課題解決能力

◦国際開発政策    ◦外交・安全保障政策    ◦経済政策    ◦公共政策

個人的能力と組織的能力

本学では、社会科学横断的な大学院教育を通じて
科学的合理性に根ざした現実的課題解決能力という個人的能力を涵養します。
さらに、この大学院教育を通じて、日本・中国・韓国を中心とした中核的人材

—とくに各国で精選されたミッド・キャリア職員同士の
人的ネットワーク形成を目指します。
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　KDIS は韓国開発研究院（Korea Development Institute）の研究・
教育機関として 1998 年に設立されました。
　KDIS は公共政策における知的基盤を構築することで、現在行われ
ている種々の政策を分析・評価する一方で、公共・民間部門の次世代
リーダーを教育するための、政策志向の修士・博士課程プログラムを
提供しています。開発と援助、経済政策、金融理論・政策、貿易・
産業政策、環境政策、国際問題、外交政策等の、国家のビジョンと
主要な政策アジェンダに直結した研究と教育が行われています。
　学生の約 1/2 が韓国以外の外国人で、職歴もミッド・キャリアや
新卒と多様で、すべての教育が英語で行われます。設立以来 15 年間
の修了生は公共・民間部門合わせて 2,000 人以上を数え、次世代
リーダーとして活躍しています。

韓国で最も優れたシンク
タンクによる研究・教育機関

KDI School （KDIS） 
of Public Policy 

and Management

http://www.kdischool.ac.kr

Beijing

コンソーシアム参加大学

　清華大学は 1911 年に清華学堂という名前で設立され、1928 年に国立
清華大学となりました。北京市北西部に位置し、現在では、学部が科学、工学、
人文科学、法律、薬学、歴史、哲学、経済学、マネジメント、教育、および芸
術の 14 の学院 ( 学部 ) と 56 の系で、合わせて 2 万 5900 人以上の学生が在
籍しています。これまで著名な研究者、企業家、政治家を含む 12 万人以上の
修了生を輩出する中国で最も有名な大学の 1 つです。

自らを向上させることを怠らず、人徳を高く保ち物事を成し遂げる

Gateway to Global Leadership

清華大学
（公共管理学院）

　現実の政策形成に有効かつ適切に貢献する可能性を持った学際的な政策研究を
推進し、科学的思考と手法に裏付けされた政策分析及び政策形成能力を備えた行政官・
政策アナリストを養成するため、1977 年の埼玉大学の政策科学研究科の前身を経て
1997 年 10 月に独立大学院大学として創立しました。
　政策研究大学院大学（GRIPS）は公共政策に関する研究と教育を通して、民主的
統治を担う指導者を養成し、日本ならびに世界における民主的な社会統治の普及・充実・
強化に貢献することを目的としています。現役の官僚、都道府県・政令指定都市の
地方公務員等が学生として多数在籍し、公共政策・開発政策・地域政策・文化政策・
知財などのプログラムを設置し、政策研究や専門的政策立案者養成を行っています。

政策研究大学院大学

http://www.sppm.tsinghua.edu.cn

http://www.grips.ac.jpCAMPUS Asia
Seoul Tokyo
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CAMPUS Asia

Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar
GRIPS Spring 1 Spring 2 Summer Fall 1 Fall 2 Winter Spring 1 Spring 2 Summer Fall 1 Fall 2 Winter

清華大学 Fall Spring Spring（研修） Fall Spring

留学制度

キャンパスアジアの柔軟な留学制度
平成24年度から4年間に渡って各国の受入・派遣により合計120人の学生を3学間で交換するプログラムとなっています。

　GRIPS 初のキャンパス・アジ
ア奨学生として KDIS のサマー
プログラムに参加しました。
1 ヶ月という期間を頂き、KDIS
の学生と交流を深めるだけでな
く、短期の観光客には見えてこ
ない韓国の風土や文化を体験す
る事が出来ました。
　また、KDI と韓国中央公務員教育院（COTI) が共催した「グローバル
政府職員セミナー」にも参加し、韓国の若手キャリア官僚や世界中の政
府職員とパーソナルなネットワークを構築することが出来たのは大きな
収穫となりました。KDIS で受講した「開発政策」の集中セミナーにお
いては、先進国である日本と韓国がどのように効率的な途上国支援を持
続していけるかについて活発な意見交換が行われました。両国がお互い
から学べることはまだまだ非常に多いと再確認しました。このような素
晴らしい機会を与えてくれたキャンパス・アジアプログラムに感謝します。

　短期留学によって私の「日本
の外」と向き合う姿勢がこれほ
どまでに大きく変わるとは予想
していませんでした。フィール
ドリサーチでは、両国の交流の
深さと、共有しているものの多
さとを再認識しました。一方で、
人々の国家に対する考え方や国
家と国民との関係、他人との距離感といったものと、私が日本で馴染ん
でいるそれらとの違いも発見し、日本と似ている国として理解したつも
りでいた韓国に、私はより真摯に対峙していく必要があるということを
感じました。
　また、留学生も多い KDIS では、さまざまな国が Korea をどう見てい
るか感じ取ると同時に、韓国は対外的にどの側面をアピールしようとし
ているかという戦略の一部も垣間見ました。韓国留学は、日本の果たす
べき役割、担える役割や、日本がとるべき政策を再考する強いきっかけ
になりました。

GRIPS 初のキャンパス・アジア奨学生として渡韓
MP2 プログラム　尾崎 健人　　

韓国留学は政策を再考する強いきっかけとなった
政策分析プログラム 　大石 陽子　　

KDIS サマープログラム KDIS サマープログラム

参加者の声

留学パターン
例１：GRIPS 4 月入学生が KDI スクールへ派遣されたダブルディグリーを受けるケース

※上記以外のパターンも考えられます。また、派遣時期については協定大学の都合により変更する場合があります。

例２：GRIPS 4 月入学生が KDI スクール（春学期）へ派遣され単位認定を受けるケース

例３：GRIPS 4 月入学生が清華大学（秋学期）へ派遣され単位認定を受けるケース

奨学金
（3か月以上在籍の場合）

◦中国：1,700 元／月
（宿舎は無償で提供されます）

◦韓国：900,000 ウォン／月
（宿舎の家賃込み）

交通費
派遣時の交通費支給

派遣先大学の学費は全額免除

学費

学生支援

KDI School Summer 1 Summer 2 Fall Winter Spring Summer 1 Summer 2 Fall Winter Spring

KDI School Summer 1 Summer 2 Fall Winter Spring Summer 1 Summer 2 Fall Winter Spring

交流スキーム

　清華大学の講義では、学生が
テーマに沿って主体的に発表し、
活発に議論をする雰囲気が日常
化している様子が強く印象に残
りました。GRIPS にもこのよう
な姿勢を積極的に取り入れるこ
とで、我々も学生間のシナジー
効果をより得る事が出来ると感
じ、大変刺激を受けました。
　経済成長の只中にいる中国で市民の生活水準を感じながら、最先端の
政策研究の成果を受講する事ができた事は、今後、自身が経済開発政策
の研究を行う上で大変貴重な示唆を頂く事ができました。また、学生主
催の中秋節の伝統的な風習「Luna Party」に参加させて頂き、中国文化
に触れることが出来ただけでなく、清華大学で学ぶ学生の背景や学業へ
の姿勢、目標を伺う事ができ、自身のキャリアを考える上でも大きな刺
激となりました。この経験から得た示唆、アイデアや人脈を研究に活か
すことで、双方の大学、国に貢献させて頂けるように努めさせて頂きます。

　今回の短期研修では清華大学
の先生による中国に関する二つ
の講義を受けましたが、どちら
も非常に興味深く、刺激的でし
た。私は日本の地方自治体職員
なので、講義に参加しながら、
常に日本の地方自治制度や業務
経験と比較していました。特に
中国の政策運営については、地方自治体勤務で得た知識や経験を超える
発想が多く、気づきや新たな問題意識が生まれ、視野が広がる貴重な経
験となりました。
　移動日も含め３日間の短期研修でしたが、キャンパス・アジアプログ
ラムを体験でき、研究と学生生活にさらに欲が出てきました。現実には
在学年数が延びることは厳しいのですが、問題意識の厚みと視野を広げ
るためのギャップイヤーとして考えることも可能でしょう。新たな環境
で学ぶことにより向上心が刺激され自分の成長に繋がり、また視野と人
脈を広げることで今後の業務にも役立つことになると思いました。

中国の最先端の政策研究の成果を受講
政策分析プログラム 　増田 一八　　

清華大学短期研修

視野を広げることで今後の業務に繋がる
地域政策プログラム 　仲宗根  睦　　

清華大学短期研修

Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar
GRIPS Spring 1 Spring 2 Summer Fall 1 Fall 2 Winter Spring 1 Spring 2 Summer Fall 1 Fall 2 Winter

Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar
GRIPS Spring 1 Spring 2 Summer Fall 1 Fall 2 Winter Spring 1 Spring 2 Summer Fall 1 Fall 2 Winter

ダブル・ディグリー

＋ ＋

GRIPSの修士号
（修士課程）

GRIPSの修士号
（1年間在学）

・Summer School
・One Day Seminar

KDISの修士号
（1年間在学）

KDISまたは清華大学の
履修科目の単位を認定

（修士課程）
単位互換制度
（修士・博士課程） （ノンディグリー）

その他短期研修等1 2 3
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